
市営住宅入居者募集
申込期間　10月21日㈬〜23日㈮
抽 選 日　11月  6日㈮

　「申込のしおり（市営住宅入居者募集案内）※」やホームページをご確認のうえ、
お申込ください。（入居の資格あり。）
※市営住宅管理センター、まちづくり推進課、各支所で配布しておりますが、希望者に
は郵便でお送りしますので、ご連絡ください。

市営住宅管理センター（ 0848-21-1266）

公
営
住
宅

住宅名（所在地） 戸数 間取り 単身
可能 家　賃

三美園 No.1
（美ノ郷町三成） 2 2DK ○ 8,300円〜15,000円

福地浜
（福地町） 1 3DK ○ 9,900円〜14,100円

東新涯 No.3
（高須町） 1 3LDK × 27,100円〜53,200円

岩井堂
（御調町市） 1 3LDK ○ 27,000円〜53,100円

岩井堂
（御調町市） 1 2LDK ○ 21,000円〜41,200円

土井ノ内
（御調町市） 2 3DK ○ 17,300円〜34,000円

天女が浜 No.2
（向東町） 2 3DK × 14,300円〜28,100円

向浜 A-1
（因島三庄町） 1 3LDK × 17,600円〜34,500円

※「東新涯	No.3」「岩井堂」「向浜	C」はエレベーター設備あり

公
営
住
宅

住宅名（所在地） 戸数 間取り 単身
可能 家　賃

向浜 B-2
（因島三庄町） 1 3LDK × 19,100円〜37,600円

向浜 C
（因島三庄町） 1 3LDK × 27,900円〜54,800円

坂本 No.2
（因島三庄町） 1 3DK × 18,300円〜36,000円

林 No.2
（瀬戸田町林） 1 2DK ○ 16,500円〜32,400円

改
良
住
宅

新高山 No.1
（新高山二丁目） 1 3DK ○ 11,700円〜15,400円

北久保南 No.3
（防地町） 1 2DK ○ 18,500円〜24,500円

特
定
公
共

賃
貸
住
宅

才の奥
（御調町市） 1 3LDK × 44,000円〜62,000円

本西
（御調町本） 2 3LDK × 44,000円〜62,000円

教室・講座　etc…

国際理解講座
トークイベント「駐妻として
メキシコに住んでみたら!?」
11月7日㈯	10：30～11：30
みつぎいこい会館
夫の海外赴任に伴い、家族でメキシ
コに居住した経験や現地での生活な
どについて話を聞きます。
30人

講師  橘
たちばな

	礼
あや

后
み

さん
「名前、電話番号」を電話かメールで
10月30日㈮
生涯学習課（ 0848-20-7444）

shogai@city.onomichi.hiroshima.jp

不定期
連載

イノシシの近づき
にくい環境づくり 4
みんなで取り組もう！

対策は複合的に
　知らない間に人間がイノシシを呼
び寄せている場合があります。６月号
で紹介した防護柵設置と合わせて、イ
ノシシが出没する理由を理解し、要
因を取り除くことも大切な対策になり
ます。

●餌付けしていないのに餌付け？
　収穫されない果実や、畑などに放置
された生ごみは格好の餌になってしま
います。また、お墓のお供えやペットに
与えたつもりの餌が、イノシシを呼ぶ
原因になることもあります。食べた形
跡があれば注意が必要です。

●隠れ場所をなくす
　警戒心が強いイノシシは草むらやヤ
ブが大好きです。耕作放棄地は絶好の
隠れ場所になるため、農地の適正な管
理も大切な予防策です。また田畑や住宅
地の周りの不要な草木は、刈りはらって
見通しを良くすることでイノシシを警戒
させる効果があります。

　個別に農地を管理するだけではなく、
出前講座などを通じて、地域ぐるみでイノ
シシ被害の対策を学習し、地域全体で
イノシシを近づけさせない環境づくりに
取り組むことが大きな効果に繋がります。

農林水産課（ 0848-38-9473）
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帰省自粛の学生に
ふるさと尾道の味を

尾道学生応援箱
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、尾道への帰省
自粛やアルバイト収入の減少などにより生活が困難となっ
ている尾道出身の県外在住学生の皆さんを元気づけるた
め、尾道学生応援箱をお届けする取組を行っています。
　今年５月以降、ふるさと納税の思いやり型返礼品の活用
や尾道各流華道協会様からの寄贈により取組を行ってき
ました。
　7月からは、市が用意した物資に加え、複数の企業から無
償で提供いただいた自社製品を詰め合わせた尾道学生応
援箱をお届けしており、これまで、約700人の学生の皆さん
に支援をしてきました。

たくさんの人たちが応援しています
　尾道学生応援箱の内容は、帆布製のマスクやラーメン、
ふりかけ、お菓子等と一緒に無償提供していただいたバラ
エティ豊かな品が入っています。
　企業からは、「今は耐えることを学ぶチャンスと捉えてみ
んなで頑張って成長できたらいいですね」「このコロナ禍
時だから、研究に向き合うことができたとか、就活に必要
な技術や知識が必要だと思ったとか、今だからこそ、世の
中の変化に早く対応してほしいです。」「我々大人でも先は
読めず、困ったりしますが、明けない夜はないと信じて、お
互い頑張りましょう！」
といった心温まる応援
メッセージをいただい
ています。メッセージ
は、応援の品とともに
学生に届けました。

いつか恩返しを
　学生の皆さんからは、懐かしい尾道の品をみて、たくさん
の感謝のコメントをいただいています。
・たくさんの人に「一人じゃないけえの！」と背中をさ
すってもらえたような気持ちがして少し涙が出ました。

・箱を開けた瞬間懐かしい尾道の風景を想い出しまし
た。常に支えて下さる方々が周囲にたくさんおられまし
た。この支援箱に込められた皆さんの思いをしっかり受
け止め、大学でも日々精進していきたいと思います。

・帰省ができず、おばあちゃんや両親に会えないのは、
寂しさと不安で押しつぶされそうになりますが、今回
の返礼品に勇気をもらい、故郷の味を噛み締めて、こ
の夏を乗り切ろうとおもいます。

・学生応援箱を知ったのは、母が教えてくれたものでし
た。寄付してくださった方にも、母にも本当に感謝の気
持ちでいっぱいです。

　多くの人からの支援は、学生にとって、ふるさと尾道の温
かさを再認識する機会となったのではないでしょうか。
　困っている学生を助けたいという皆さんからの「やさし
さ」は、学生の皆さんの「いつか恩返しがしたい」という想
いを生み、これからも地域とふるさとを離れた学生をつな
いでいくでしょう。
　また、こうした想いを胸に帰郷した学生は、地域のために
力を発揮してくれるものと思います。

政策企画課（ 0848-38-9314）

困っている学生に「やさしさ」をお届け

尾道学生応援箱

≪学生応援箱の申込期間を延長しています≫
　学生応援箱の申込締切を延長し、引き続き申し込みを
受け付けています。
　お知り合いの人がいらっしゃいましたら、お声がけを
お願いします。
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